
本コンテストでは、自分の想
おも

いを漢字一字で表現した作品を募集し、
「小学生部門」5,338作品、「中学生部門」18,992作品、「高校生部門」23,688作品、「大学生・一般部門」1,706作品、

その他（未記入含む）13作品、合計49,737作品のご応募をいただきました。
審査の結果、絆大賞1作品、文部科学大臣賞4作品、日本漢字能力検定協会賞4作品、審査員賞12作品、佳作40作品と、

団体賞受賞10団体を決定いたしました。

【後援】文部科学省／北海道教育委員会／札幌市教育委員会／青森県教育委員会／岩手県教育委員会／宮城県教育委員会／秋田県教育委員会／山形県教育委員会／福島県教
育委員会／茨城県教育委員会／栃木県教育委員会／群馬県教育委員会／埼玉県教育委員会／さいたま市教育委員会／千葉県教育委員会／千葉市教育委員会／東京都教育委員会
／神奈川県教育委員会／川崎市教育委員会／相模原市教育委員会／新潟県教育委員会／新潟市教育委員会／富山県教育委員会／石川県教育委員会／福井県教育委員会／山梨
県教育委員会／長野県教育委員会／岐阜県教育委員会／静岡県教育委員会／静岡市教育委員会／浜松市教育委員会／愛知県教育委員会／名古屋市教育委員会／三重県教育委
員会／滋賀県教育委員会／京都府教育委員会／京都市教育委員会／大阪府教育委員会／堺市教育委員会／兵庫県教育委員会／神戸市教育委員会／奈良県教育委員会／和歌山
県教育委員会／鳥取県教育委員会／島根県教育委員会／岡山県教育委員会／岡山市教育委員会／広島県教育委員会／広島市教育委員会／山口県教育委員会／徳島県教育委員
会／香川県教育委員会／愛媛県教育委員会／高知県教育委員会／福岡県教育委員会／福岡市教育委員会／北九州市教育委員会／佐賀県教育委員会／長崎県教育委員会／熊本
県教育委員会／熊本市教育委員会／大分県教育委員会／宮崎県教育委員会／鹿児島県教育委員会／沖縄県教育委員会／公益財団法人 文字・活字文化推進機構

応募総数 49,737作品

審査員長
審 査 員

橋本五郎（読売新聞特別編集委員）
華雪（書家）、ゴルゴ松本（お笑い芸人）、やすみりえ（川柳作家）、
山崎信夫（公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）
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今、あなたに
第13回

贈りたい漢字

2 0 2 5 年 度 　 受 賞 作 品 集

【主催】公益財団法人 日本漢字能力検定協会 





2025年の「今年の漢字」は「熊」でした。その年1年の世相をもっとも

的確に表現するという意味で、「熊」には多くの人が納得したことでしょう。

「今年の漢字」は国民の多くがどう思ったのかというマクロの世界です。

一方、「今、あなたに贈りたい漢字」は、一人一人の喜怒哀楽を漢字1字

に託するという意味で、極めてミクロな世界です。ですからそれぞれ気持

ちが率直に表現されています。応募者が4万9,737通にも上ったという

ことは、とてもありがたいことです。そして多かった漢字ランキングでは、

今回も「謝」と「感」が1位、2位を占めました。誰かに対する感謝が上

位だったというのは嬉しい限りです。小学生は「楽」、中学生と高校生は

「謝」、大学生・一般は「愛」が1位というのも、世代の関心がわかってと

ても理解できました。今回の大きな特徴は、中学生部門の水準が格段

に上がったことです。小学生とは違って中学生になれば、いろいろと考え

てしまうので気持ちを素直に表せないのではないかと考えていましたが、

今回はまっすぐに表現していたのがよかったのだと思います。

（審査員長　橋本五郎）

総 評
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小学生部門　文部科学大臣賞

「えっへん、われは先生だぞ」。そうむねをはっているお兄ちゃんのすがたが目に見えるようです。
妹より５歳もせんぱいなんだから、いろんなことを知っているよ。それでも世の中にはわからないこと
があるんだという「けんきょ」なきもちがあります。わからないことをしらべるという「どりょく」をお
こたらないせきにんかんがあります。そして妹にぎゃくにおしえられているという「こうじょうしん」
があります。むかしギリシャにソクラテスというてつがくしゃがいて、「無知の知」ということをとな
えました。それを思い出してしまいました。いつまでもそのきもちをわすれないでね。（橋本五郎）

小嶋 杜和（香川県・香川大学教育学部附属高松小学校 7歳）

審査員からのコメント
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小学生部門　日本漢字能力検定協会賞

協
きょうかいしょう

会賞、おめでとうございます。
じぶんの名まえを漢

か ん じ

字で書
か

けるけれど、なぜ「菫」なのか、また、教
おし

えてもらったスミレの花ことば、
「けんきょ」「せいじつ」ってどういう意

い み

味なのか、成
せいちょう

長した未
み ら い

来のわたしだったらわかるだろうかと問
と

いかける作品です。
純
じゅんすい

粋で、素
そ ぼ く

朴な気
き も

持ち、考
かんが

えが書かれていて、小学１年生らしい作
さくひん

品だと思いました。
菫さん、かわいい名まえですね。学校で勉

べんきょう

強したり、本を読
よ

んだりして、さまざまなことを学んではじ
めて「菫」のことがわかると思います。がんばって、いろいろなことをたくさん学んでくださいね。
（山崎信夫）

三宅 菫（岡山県・倉敷市立緑丘小学校 6歳）

審査員からのコメント
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小学生部門　審査員賞

あんみさん、いっしょうけんめい育て、食べるのを楽しみにしていたのに、こんなに辛いとは思わな
かった。こんなはずじゃなかった。その気持ち、よーくわかります。でも、こうも思うんですよ。そもそ
もシシトウとは辛いものではないのか。辛いから好きな人もいるのではないか。さらにむずかしいこ
とを言えば、辛いところにシシトウの「そんざい理由」があるのではないか。私なら、シシトウに甘さ
を求めるのではなく、その辛さの中においしさを見いだすようにしたいと思います。人もそうです。その
人の良さを見ることが大切だと思うのです。（橋本五郎）

粟田 あんみ（愛知県・名進研 レインボーキッズ本部 8歳）

審査員からのコメント
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小学生部門　審査員賞

私も大阪・関西万博を見学しました。でも、はずかしいことに、あやと君のようにたくみな表現で日記
に感想を書くことはできませんでした。「喜怒哀楽」の４文字で、万博を見学したすべての人の気持ち
をみごとに言い表しています。ものごとをかんさつして表現するばあいに大切なことは、むずかしい
言い方ですが、いかにかんけつに本質をつかんで短い言葉で言いあらわすかにあります。それをきち
んとふまえているのです。そして何よりも感心したのは、「そんないい思い出をありがとう万博！」と感
謝の気持ちで結んでいることです。（橋本五郎）

石元 文都（兵庫県・川西市立桜が丘小学校 10歳） 

審査員からのコメント
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小学生部門　審査員賞

私もご飯が大好きです。毎朝シャケとおしんこでご飯を食べています。炊きたての白いご飯が最高に
おいしいというのもまったく同感です。この文章には、そんな素直な気持ちがよくあらわれています。
そして、当たり前と思っていたご飯が買えなくなったところから、お米をつくってくれている農家の人
の苦労におもいをはせ、「残さずきれいに食べます」と決意？を書いています。そうなんです。昔から
「食べるものを残すと罰

ばち

があたるよ」と言われたものです。あなたの作文を読んで私もご飯をかみしめ
て食べるようになりました。（橋本五郎）

岩佐 奏澄（千葉県・八千代市立みどりが丘小学校 9歳） 

審査員からのコメント
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小学生部門　佳作

【贈り主】

ねぇね

荒井 六花
（埼玉県・久喜市立栗橋小学校 6歳）

【贈りたい相手】

しゅうか

いつもねぇねのまねばかりしないで。たたかないで。ちゃんと「ごめ

んね」っていって。こえがおおきくて、うるさいよ。でもね、たよって

くれるとうれしいんだよ。へんがおでわらわせてくれてありがとう。

しゅうかのわらいごえで、おうちはぴかぴかに光ってるよ。

【贈り主】

麻央

粟村 麻央 
（大阪府・大阪教育大学附属天王寺小学校 10歳）

【贈りたい相手】

ひいおばあちゃん

ひいおばあちゃん！いつも小さいころから私をお姫様みたいにしてく

れてありがとう。ひいおばあちゃんの全部で私は育ってきました。そ

の時にいつも言ってくれている言葉「おたからおたから」そう言われ

るたびに心があたたかくなるよ。今度は私が言う番だね！

【贈り主】

慎

岩渕 慎 
（千葉県・八千代市立大和田小学校 9歳）

【贈りたい相手】

じいじ

じいじに会う時パパとじいじは必ず背比べをしていたね。じいじは大

きいから最後までパパに負けなかったけど負けたパパはくやしそう

じゃなかった。パパは今、背比べが出来なくてさみしそう。だからぼ

くがじいじの代わりに背比べするよ。パパ負けないよ！！
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小学生部門　佳作

【贈り主】

私

川岡 芽生 
（大阪府・大阪教育大学附属天王寺小学校 12歳）

【贈りたい相手】

ソフトボールさん

あなたは私の友達です。私が一年生の時から、あなたと一緒にプレー

してきました。ハードな練習にも付き合ってくれてありがとう。ドロド

ロになっちゃったね。おかげで、私の技術は磨かれてきました。また

よごれちゃったら、私がピカピカに磨いてあげるからね。

【贈り主】

小学生の僕

杉野 克真
（埼玉県・久喜市立栗橋小学校 9歳）

【贈りたい相手】

大人の僕

僕の家はとこやさんです。だけどおじいちゃんもおとうさんも髪の毛

が少ないです。大人の僕は髪の毛はえてますか。髪の毛切るのはまだ

にがてだけどなくなるのはいやです。大切にしますからなくならない

でほしいです。とこやさんになるか分からないけどね。

【贈り主】

五年生になったぼく

小川 颯馬 
（山口県・山口市立大海小学校 10歳）

【贈りたい相手】

ピアノの先生

空の上でぼくの音、聞いてくれてるかな。先生、いつもやさしくしてく

れて、ありがとう。また先生とピアノをしたいよ。二人で良い音を出し

たいよ。先生にキレイな音を聞かせてあげたいよ。地上からいろいろ

な音を聞かせてあげるよ。
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【贈り主】

弟

諏訪 雄大 
（岡山県・倉敷市立薗小学校 11歳）

【贈りたい相手】

長崎にいるお兄ちゃん

休日にはキャッチボールをしてくれる大好きなお兄ちゃん。今年の四

月からお兄ちゃんが一人ぐらしを始めたからとてもさびしいよ。夏休

みに帰ってきたら、いっぱいキャッチボールしようね。僕の剛速球と

四か月分の思いをしっかり受け止めてね。早く会いたいな。

【贈り主】

希愛

森重 希愛
（千葉県・暁星国際流山小学校 11歳）

【贈りたい相手】

愛犬ジョン

ジョンは病気で寝たきりだったね。一緒に公園まで歩いて遊びたかっ

たね。だから私はこの漢字をジョンに送りたいって思ったんだ。ジョ

ンは私の家に来て幸せだった？すこしの間だったけど私はとっても幸

せで楽しかったよ。家族になってくれてありがとうジョン。

【贈り主】

僕

山口 正俊 
（大阪府・関西創価小学校 12歳）

【贈りたい相手】

お母さん

僕は「鉛筆を削りなさい」とよく怒られる。自分でも僕のためだから

だよねと分かっている。だけど、僕はお母さんに鉛筆を削ってもらい

たい。お母さんが削ってくれた鉛筆は授業中のときにやる気が出て嫌

いな授業でも頑張れるんだ。できれば今度も削ってください！
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小学生部門　佳作

【贈り主】

ぼく

横谷 佳吾 
（長野県・千曲市立東小学校 10歳）

【贈りたい相手】

世界のみんな

夏休みに原ばくドームを見て、原ばくはいっしゅんで多くの命をう

ばってしまうおそろしいものだと知りました。そこで、ぼく達が何かし

ないと世界の争いが変わらないから、和の日本にいるぼくから、平和

の和の漢字を「お守り」にして世界のみんなに贈りたいです。
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中学生部門　文部科学大臣賞

今の気持ちを、飾ることなく素直に表現されました。
客観的に自分自身を見つめることはなかなか難しいものですが、作者はしっかりと受け止めることが
できる人なのでしょう。
「絡」という漢字の成り立ちには「糸でつなぐ」という意味が含まれているそうですが、未来の自分へ
つないだこのメッセージは、葛藤の日々を支えてくれるお守りになるように感じました。
「この身一身に日を浴びたいね。」と結んだ言葉からは、もうすでに明るい陽ざしを感じます。
十代のかけがえのない時間を、たくさん悩みながらも力強く前向きに歩んでいって下さい。
（やすみりえ）

牛窪 真帆子（東京都・東京学芸大学附属小金井中学校 15歳）

審査員からのコメント

15



中学生部門　日本漢字能力検定協会賞

協会賞、おめでとうございます。
“僕”さんにとっては切実なことかもしれませんが、作品を読んで、失礼ながら爆笑してしまいまし
た。と同時に、思わず「うまい」と叫んでいました。“僕”さんに付いてしまった「脂肪」を人に例えて
いるところが大変おもしろく、ほほ笑ましいと感じました。
長い付き合いで愛嬌のある顔にしてくれたことには感謝しているけれど、楽に動き、速く走ってみたい
から、「本当にごめん。別れよう。」と「脂肪ちゃん」に提案？またはお願い？しました。
果たして、別れることができているのか。別れはつらく、時間がかかっているかもしれませんね。“僕”
さんにお会いすることを楽しみにしたいと思います。（山崎信夫）

藤井 海（大阪府・豊中市立第五中学校 14歳）

審査員からのコメント
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中学生部門　審査員賞

５０年以上前の着物を纏うこと、昨今ではあまりできない体験かも知れません。
きっとドキドキしながら袖を通したに違いありません。
しかも家紋入りの着物、素敵ですね。ひいおじいさんもきっと空の上で喜んでいらっしゃることでしょう。
私は「纏う」という言葉の響きに、品格や粋な雰囲気を感じます。
また、ひいおじいさんがいる気がした、というように目に見えない気配を表すことにも沿う言葉だと
思います。
「着る」だとちょっとしっくり来ないですよね。
「纏」という漢字を選んだ感性、とても素晴らしいです。（やすみりえ）

粟飯原 総真（埼玉県・川口市立神根中学校 14歳）

審査員からのコメント
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中学生部門　審査員賞

知らないおばちゃんとの印象的な出会い、面白いエピソードです。
偶然道で出会った人から、こんな言葉をかけられたらびっくりしてしまいますが、作者はそこから元
気をもらったのですね。
このコンテストに寄せていただく作品の多くは、家族やお世話になった人、身近な大切な誰かへ贈り
たい漢字を選んでいらっしゃいます。
こんなふうに「知らないおばちゃん」が登場することは、なかなか珍しいのです。
よく考えてみると私たちの毎日は知らない人とすれ違ったり、たまたま電車で隣同士になったりの連続。
一期一会の妙味を「急」という一文字に乗せてうまく伝えてくれました。（やすみりえ）

竹田 直美（東京都・大田区立貝塚中学校 13歳）

審査員からのコメント
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中学生部門　審査員賞

「負」という漢字は、人が貝（財産・貨幣）を背負っている様子を表した会意文字だそうです。
大切なものを背負っている姿なのですね。
お母さんは、母子手帳に「なにがあっても守る」と娘の人生を背負う覚悟を記されました。とっても心
に響くエピソードです。そう、作者は胸にホイッスルが鳴るくらいだったのですから。
負けたくない気持ちに揺れ動く娘の等身大の思い、お母さんにはもう届いていることでしょう。
（やすみりえ）

樋口 綾華（埼玉県・東京学芸大学附属小金井中学校 14歳）

審査員からのコメント
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【贈り主】

娘

折越 一野 
（岐阜県・高山市立日枝中学校 13歳）

【贈りたい相手】

父

父はいつも「お前を甘やかしすぎだな」と言っている。私は甘い食べ

物が好き。だけど、くどい甘さは好きじゃない。父の甘さは世界一く

どい。それでも私は、父のことが大好きだ。それは、甘さとしょっぱさ

があるからかもしれない。

【贈り主】

僕

片瀬 勇人 
（静岡県・静岡市立蒲原中学校 13歳）

【贈りたい相手】

祖父

僕は成長期、ニキビケア中。祖父は高齢期、頭皮ケア中。共に、細胞

活性化中。同じ事を言われると、つい「うるさい」と口にしてしまう。

口げんかできるのも元気な証。畑や送迎と悪戦苦闘している姿。お互

い、急速に進む心と体の変化に負けないように頑張ろう。

【贈り主】

夢のある私

榊田 有沙 
（神奈川県・横浜市立大道中学校 15歳）

【贈りたい相手】

弱気な私

私は今、音楽と勉強を、心から本気で頑張っている。何度も迷った

し、涙を流すこともあった。でも私は鋼。打たれるたびに強くなってき

た。苦しさも悔しさも全部、夢を叶える糧にしてきた。この強さは本

物だ。これからも負けるな。私は絶対、自分の意思を貫く。

中学生部門　佳作
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【贈り主】

自分

志賀 俊太 
（兵庫県・神戸龍谷中学校 14歳）

【贈りたい相手】

母

僕と母はすぐ喧嘩をする。毎日些細なことで喧嘩を売ったり買ったり

キリがない。でも僕は、喧嘩は買っても弁当は買わない。母の弁当が

世界一だから。喧嘩は買っても自転車は買わない。文句を言いながら

も送ってくれる優しい母だから。僕はそんな母が大好きだ。

【贈り主】

娘

須﨑 莉子 
（大阪府・大阪市立住吉中学校 15歳）

【贈りたい相手】

お父さん

あなたが亡くなって十三年。私にあなたの記憶はないけど、私は知っ

ている。私の髪質はあなた譲り。量が多い直毛は、アレンジには不向

きでも、よく褒めてもらえる。母とは違うこの髪が、あなたからもらっ

た宝物。大事にします。ありがとう、お父さん。

【贈り主】

孫

水流 拓弥 
（新潟県・新潟市立白新中学校 12歳）

【贈りたい相手】

祖父

僕の祖父母の家の柱に孫五人の身長を記したたくさんの線がある。

毎年僕たちがお盆に遊びに行ったときに祖父が名前と日付と身長を

記してくれる。「またこんなに大きくなったな」と目を細めてほほえむ

祖父。今年もまた新しい線と思い出が刻まれる。
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中学生部門　佳作

【贈り主】

娘

馬場 香帆 
（京都府・京田辺市立大住中学校 14歳）

【贈りたい相手】

お母さん

私の母は働き者。私が部活から帰ってくると、冷蔵庫に眠る手づくり

のお弁当。レンジで温めただけで、私の大好きなあの手や声がよみ

がえる玉手箱だ。それでも貴方は「手抜きでごめん」と謝るものだか

ら、違うよ、娘が伝えたいのはもっと温かい「感謝」なんだ。

【贈り主】

お姉ちゃん

前田 くるみ 
（兵庫県・川西市立東谷中学校 13歳）

【贈りたい相手】

弟

今から三年前の春、この世界に生まれてきたばかりの君。まだまだ小

さいけれどあたたかい手。小鳥のようにキラキラさせた目。君は春を

感じる季節になるとまた一つ大きくなる。いつか私の背も追いこして

しまうのだろうか。嬉しいようでさみしいこの季節。

【贈り主】

妹

三上 莉乃 
（兵庫県・学生 13歳）

【贈りたい相手】

お姉ちゃん

朝のお姉ちゃんは、夜と比べてまるで別人。お母さんに起こしてと言

われた時は地獄だ。起こそうと思いふとんをめくるととっても怖く恐

ろしい目で睨まれる。一回も「起こしてくれてありがとう」と言われて

ない。朝から怖い思いをするのはもういやだ。
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【贈り主】

私

森山 佳澄 
（千葉県・市川市立大洲中学校 14歳）

【贈りたい相手】

母

いつからか日課となった、お母さんとの早朝散歩。並んでおしゃべり

しながら歩くのは楽しい。喧嘩した次の日は無言のスタート。でも途

中で目が合って、大爆笑しながら仲直りしたね。いつの間にか、目の

高さがお母さんと一緒だよ。これからも笑いながら歩こう。
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　　   高校生部門　文部科学大臣賞

「帰」の字は無事に帰還した人が神へ感謝の意を捧げる様子を表します。
そこから、別の場所から本来の場所に戻る、あるいは、落ち着くべきところに落ち着くといった意味
が派生したと辞典にはあります。
留学先から、無事、家に帰ってこられた幸歩さん。けれど、幸歩さんの留学中には、お父さまの中で
は、日常の日々にも家に無事戻られる幸歩さんへの思いも心に浮かばれていたかもしれません。一方
で盆栽が、そんなお父さまの帰りを待つものになっていったのかもしれないと想像がふくらみました。
幸歩さんを待つお父さま、お父さまを待つ盆栽。みなさんが無事であるからゆえのユーモアあふれる
様子を届けてくださった幸歩さんの作品は、審査員一同心もあたたかく楽しませてくれました。そんな
「帰」をめぐる楽しく穏やかな日々に文部科学大臣賞をお贈りします。（華雪）

西谷 幸歩（大阪府・大阪金剛インターナショナル高等学校 17歳）

審査員からのコメント
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高校生部門　日本漢字能力検定協会賞

協会賞、おめでとうございます。
命は、「口」と「令」から成り、「人に言いつける」「神の命令」「天からの授かりもの」を表し、「いの
ち」の意味にもなる会意文字です。したがって、「叩く」の意味はありませんが、漢字をまっさらな気
持ちで眺め、自由な発想で字の意味を考えてみるのはおもしろく楽しいですね。
ただ、そうした観察から「命」に「叩」くを見つけ、戦争をしている国にまで想いを巡らすとき、悲しい
気持ちになりますね。
現代でも使われる世界最古の文字である漢字を通じて、世界に命の重さ、大切さを発信していきたい
ものだと、改めて考えさせられる作品でした。（山崎信夫）

須藤 絆匠（神奈川県・湘南学院高等学校 16歳）

審査員からのコメント
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高校生部門　審査員賞

小田 百花（静岡県・静岡県立伊豆伊東高等学校 17歳）

「権」の字ははかりの意味に由来するとされます。そこから「他を支配し、従わせる力や個人が自由に行
い、また他人に要求や主張ができる、認められた資格」といった意味が派生しました。
私事になりますが、一昨年から友人と日本語を研究しています。特に、明治時代以前、日本には概念がな
く、西洋語を翻訳したことで世間に広まった翻訳語に注目しています。「権利」もそのひとつです。right
を翻訳するために様々な人が議論し、その過程では「権利」と「権理」両方の記載が通行していました。
何かを得る意味合いの「利」と物事の道理や筋道の意味合いの「理」。百花さんなら、どう翻訳されますか？
「権」と「利」の背景に、かつては「理」があったことを、ぜひ百花さんにはお伝えしたいと思います。これ
からの未来、百花さんが「権」をどう使うのか、より深く考え続けていかれることを願って審査員賞をお
贈りします。（華雪）

審査員からのコメント
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高校生部門　審査員賞

作品を読み、玲さんにとって登下校で出会う桜の木への深い思いが伝わってきました。
私が長年開催しているワークショップ『「木」を書いて「森」をつくる』では、参加者の思い出の木を
「木」の漢字に重ねて書き、その「木」について話します。そこでも今はなき木の思い出を語る方が少な
くありません。
「巡」の漢字は、もともと田畑の溝のかたちから見回る意味をあらわすとされ、そこから一巡りといっ
た意味が派生したといいます。
玲さんの記憶の中で伐られた桜の木はあり続けると思えば、新しく植えられた桜の苗もまた共に成長
する子供達だけでなく、様々な人達を見つめ、見つめられながら、ひとりひとりの記憶に深く刻まれ、
木の記憶は巡っていくのだろうと思います。
玲さんにとっての桜の木との心あたたまる関わりが、子供達と新しい桜の苗との間にもまた育まれて
いくことを願い、審査員賞をお贈りします。（華雪）

谷村 玲（東京都・女子美術大学付属高等学校 16歳）

審査員からのコメント
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高校生部門　審査員賞

「握」の漢字は、その成り立ちを見ると、手にものを収め掴み持つ意味をあらわすとあります。
「作り方を教わっても同じ味にはならない」と柑奈さんがおっしゃるおばあさまのおにぎり。炊きたて
の熱いごはんを塩をつけた手に掬って、握る。ただそれだけの中に、それだけではない何かがあるお
にぎりという食べ物の不思議を改めて思いました。
おばあさまのおにぎりを深く味わう感性を持つ柑奈さんも、きっともうすでに誰かの「心を握る」よ
うなおいしいおにぎりをつくられているのかもしれません。柑奈さんの繊細な感性がこれからも様々
に発揮されることを願って審査員賞をお贈りします。（華雪）

年光 柑奈（東京都・東京都立八王子桑志高等学校 15歳）

審査員からのコメント
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高校生部門　佳作

【贈り主】

第百期松高生

稲葉 瑞樹 
（埼玉県・埼玉県立松山高等学校 18歳）

【贈りたい相手】

埼玉県立松山高校

軽い気持ちで入ってしまった男子校。入学一週間で後悔した男子校。

男しかいない環境でのノリの楽しさを知れた男子校。異性の目を気

にせず生活できる男子校。共学化が進む男子校。無くなってほしくな

い男子校。僕らの母校は男子校。

【贈り主】

妹

遠藤 愛彩 
（青森県・青森県立三本木農業恵拓高等学校 17歳）

【贈りたい相手】

兄

いつも母を通して私を救ってくれる兄。進路のこと、部活のこと、たま

に恋愛のことも。直接は話してくれないけど陰で応援してくれてあり

がとう。救急救命士を目指している兄へこの漢字を贈ろうと思う。私

を救ってくれたみたいにこれからたくさんの人を救ってね。

【贈り主】

勇胤

川端 勇胤 
（石川県・石川県立輪島高等学校 17歳）

【贈りたい相手】

輪島市

私は輪島市で就職し、震災の傷跡からの復興を手伝いたいと思って

います。「復」は元に戻るだけでなく、新たな未来を創る力を持ってい

ます。地域住民と心をひとつにし、笑顔あふれる活気のある輪島を取

り戻すために努力します。
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高校生部門　佳作

【贈り主】

私

キンテラ ジュリア
（愛知県・クラーク記念国際高等学校 16歳）

【贈りたい相手】

親

この漢字には「希望」や「新しい始まり」の意味が込められています。

子供のためにブラジルである母国から日本に来て、さまざまな挑戦を

してきたお二人の強さが、この漢字にはよく表れていると思います。

今まで私のためにさまざまなことをしてありがとう。

【贈り主】

私

芝橋 桜輔 
（徳島県・徳島県立阿波高等学校 15歳）

【贈りたい相手】

父

僕は、あまり父と話す時間がない。ないというよりは、自分からキッ

カケをつくれない。唯一話せるのが送迎の時間。だから「自転車で帰

るのがめんどくさい」と言い訳をし、いつも送迎を頼んでいる。恥ず

かしい方法だが、唯一話せる送迎の時間がとても大好きだ。

【贈り主】

私

白浜 瑠衣 
（山口県・宇部鴻城高等学校 17歳）

【贈りたい相手】

吹奏楽

一人では決して完成しない音楽。けれど仲間と音を重ね、気持ちをそ

ろえ、奏でることで初めて生まれる音がある。楽譜に書かれた音符

だけではなく、全員で心ひとつにした瞬間にしか生まれない、あの感

動。吹奏楽に出会って、仲間と奏でる喜びを知ることができた。
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【贈り主】

愛娘

朴 眞亜 
（愛知県・愛知朝鮮中高級学校 15歳）

【贈りたい相手】

ニコニコ美人な母

お母さんの目の皺を増やしてしまうのは私だ。小さい頃、お母さんは

「皺は沢山笑った証」と教えてくれたよね。お母さんは私といるだけで

笑顔になるってよく言ってくれる。だからこれからいっぱい孝行して、

皺をもっと増やしちゃうから覚悟してね！

【贈り主】

わたし

原田 優姫奈 
（東京都・東京都立世田谷区総合高等学校 15歳）

【贈りたい相手】

弟

私には三人の弟がいます。三人全員にこの字を贈ります。もう小学生

で習い事を頑張る弟、毎日できる事が増えていく弟、今を一生懸命に

生きている弟。それぞれの日々をすごす中で、いつか今日が来未に芽

吹く日でありますように。

【贈り主】

私

福留 亜美 
（鹿児島県・鹿児島情報高等学校 18歳）

【贈りたい相手】

脂肪さん

私はあなたが嫌いです。本気で部活をしていて太ることを知らなかっ

た私。引退してからあなたは私にひっつくようになりました。顔・お

腹・腕、今はいたるところにいます。もう何回目か分からないダイエッ

トを宣言します。そろそろ、あなたを燃やします。
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高校生部門　佳作

【贈り主】

私

柳 杏珠 
（新潟県・新潟県立十日町総合高等学校 17歳）

【贈りたい相手】

好きな人

ふとした瞬間に目が合うと嬉しくなり、他の人と喋ってるところを見

ると悲しくなる。その人が好きな人になるだけで、こんなにも気持ち

が大きく変わるんだね。好きな人の気持ちも知れたらいいのにな。あ

なたの気持ちを教えて下さい。「私のことどう思ってますか。」
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大学生・一般部門　文部科学大臣賞

栄 直美（愛媛県・主婦）

祝　文部科学大臣賞！おめでとうございます。
「貴方と私の歩調がピタリと合ってましたね。」この一言で三十年の時を経て、ついに夫婦が同じ景色
を同じ時間を笑顔で過ごした最高の旅行だったのだと感じました。「三十年連れ添った証」と言うけ
れど、これはひとえに奥様の教育の賜物ではないでしょうか。
野球にも敬遠というものがあります。一塁へ独りで歩かせます。奥様の敬遠は実に三十年。あれから
三十年。性質や趣味が似てきて、似た者夫婦になったのでしょうね。一歩一歩踏みしめて進むことを
「進歩」と言いますが、心で歩むと書いて「心歩」もぴったりと合いますね。
これからもお二人仲良く、世界中を歩み続けて下さい。命‼︎（ゴルゴ松本）

審査員からのコメント
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大学生・一般部門　日本漢字能力検定協会賞

協会賞、おめでとうございます。
「不器用な愛情」という表現から、ご祖父様の人となりを想像してみました。
はじめ、財布に入れた写真は紙そのままだったのではないでしょうか。大切な妻の写真。見るたびに
擦れて汚れてしまう。どうしたものかと考えたが、写真用ビニール袋など思いつくはずもなく、かと
いって、家族に相談するのも照れくさい。そうして思い浮かんだのは「サランラップ」。家族のいない
ところで、丁寧に包んで、そっと財布に入れていたのではないでしょうか。
考えて工夫した「サランラップ」だったからこそ、ご祖父様の想いや所作、人となりが、様々に想像で
きます。
想像することで、思わずもらい泣きしてしまいそうな良い作品でした。（山崎信夫）

簗田 晃子（秋田県・教員） 

審査員からのコメント
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大学生・一般部門　審査員賞

祝　おめでとうございます。
机は立ち上がって飛び下りるモノではない。だからお母さんから怒られる。分かっているけど、高い
所に上がるのが元気な子ども‼︎だって大人になった気分になれるし、楽しいじゃない‼︎正義の味方や
ヒーローになれるんだ。
「動」には「心がときめく。心にひびき感ずる。」という意味もあります。子どもは未来に向けて、心を
ときめかせ、行動力という「動」を養っているのです。胎動を感じていたのは既に「感動」という「動」
を味わっていたのです。祈り願われた子どもは、元気に育って心が動く‼︎心を動かす‼︎立派な人になっ
ていくことでしょう。その時までお母さんの注意の一言を発動しましょう。命‼︎（ゴルゴ松本）

井口 未来（東京都・主婦）

審査員からのコメント
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大学生・一般部門　審査員賞

祝　おめでとうございます。
「もうワクワクが止まらない。」この言葉が大好きです。想いや気持ちが沸騰するようにウキウキ、ドキ
ドキになっている状態。その瞳がキラキラと輝く姿が想像できます。
滑って転んで骨を折る。とっても痛かったでしょうね。激痛‼︎しかしそれがきっかけで「ワクワクが止
まらない」状態。不思議ですね。
「還」には「ひとめぐり。もといた場所に戻る。もう一度。」などの意味があります。還暦に歩けなくな
り、人生のスタートラインに帰還。痛みのあとに始まるとは、出産のようですね。これから新たな人生
スタート‼︎六十年間全てを一生懸命に頑張ってきた今までの私からの最高のプレゼントです。命‼︎
（ゴルゴ松本）

寺西 啓子（愛知県・会社員）

審査員からのコメント
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大学生・一般部門　審査員賞

祝　おめでとうございます。
いつも身近で見ていたお婆ちゃんの行動力と生き方が、千佳さんの心を育て、未来の創り方を教えて
くれたように感じました。
七十歳を過ぎてから起業し成功するなんて天晴‼︎です。その美味しいお菓子を私も食べてみたいです。
バイタリティのあるお婆ちゃんの遺伝子を受け継いだ千佳さんが看護師を目指すことになったのは、
「心の中にあるモノやコトを未来にカタチにするには歳なんか関係ないわよ‼︎」という姿を見てきたか
らでしょう。さあ千佳さんの未来への挑戦が始まりました。時には傷つく事もあると思いますが、
その時はお婆ちゃんが絆創膏になってくれることでしょう。命‼︎（ゴルゴ松本）

審査員からのコメント

平田 千佳（広島県・呉市医師会看護専門学校医療専門課程看護学科）
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大学生・一般部門　佳作

【贈り主】

妻

伊藤 摩利子 
（茨城県・公認心理師）

【贈りたい相手】

夫

定年退職後の経費節減にと始めて十五年の嫁床屋を御愛顧いただ

きありがとうございます。髪は色も量もさびしく、当方の目も手もと

もあやしくなりました。掃き集めて、まだまだ立派な遺髪だと笑い合

い、共に老いる時間を慈しむ幸せが長く続きますように。

【贈り主】

娘

小原 典子 
（広島県・養護教諭）

【贈りたい相手】

父

「実るほど頭を垂れる稲穂かな」これは父の好きな言葉です。教師の

父に勉強を教えてもらったことはありません。誰にでも頭を下げて挨

拶をすること、謙虚でいること、人生で一番大切なことを父から教わ

りました。そんな父は今日も家で母に頭を下げています。

【贈り主】

妻

神保 美穂子
（神奈川県・主婦） 
【贈りたい相手】

夫

「あのね…やっぱりいいや」あなたの耳のイヤフォンに気づくと、私は

話す意欲を失ってしまう。私の声は、あなたの心に届くのか？観てい

る動画に上書きされて、届かないかもしれない。「聞こえているよ」

と言うけれど、イヤフォンを外して、声を聴いて欲しい。
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【贈り主】

母さん

鈴木 恵 
（群馬県・主婦）

【贈りたい相手】

娘

まほうの羽を下さい！と、小１の頃によく言ってたね。発達障害と診

断され、友達と同様に出来ない歯がゆさも表現していたのかな。前進

し続けた今、短大卒業後に社会人として日々頑張ってくれてありがと

う。大きく成長した背中にちゃんと立派な羽がみえてるよ！！

【贈り主】

パパ

花岡 隼佑 
（埼玉県・教員）

【贈りたい相手】

４歳の息子

この世界を全力で学んでいる君。パパだってあなたからいっぱい学ん

でいるよ。自転車を漕いでいて、虫にぶつかるからとベルを鳴らす姿

からは思いやりを。「熱あるのかな？」と真っ赤なりんごに絆創膏を

貼る姿からはまごころを。これからも共に学んでいこうね。

【贈り主】

母

的場 亜由美 
（東京都・主婦）

【贈りたい相手】

十二歳の娘

あなたに内緒で応慕した五度目の抽選で、ようやく買えたニンテン

ドースイッチ２。あなたはこの冬、中受に挑戦する。頑張るあなたに

真実はとても言えず、落選したと嘘ついた。あなたが春を迎えるとき

一緒にこの宝箱を開けよう。この嘘、きっと許してくれるよね？
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【贈り主】

妻

三村 幸子 
（栃木県・主婦）

【贈りたい相手】

夫

結婚二十四年私はこの日を忘れて貴方は今年もお花をくれました。

三ヶ月口をきかなかったのに、どんな思いで花を選んでくれたのか

涙が出ました。花を手渡して直ぐ部屋を出て行った貴方も涙目に見え

ました。いつもありがとう。末永く一緒にいて下さい。

【贈り主】

妻

宮原 祐子
（長野県・主婦）

【贈りたい相手】

夫

夕食時「何か変わった事は？」の質問に「味噌」と即答した貴方。私、

今日髪の毛十センチ切りました。一緒に出掛けたから裏返しに着て

いたベスト気付いて欲しい。玄関に人が来た時は前髪カーラー教え

て下さい。四十年経っても貴方の妻を見つめて下さい。

【贈り主】

母

村中 いちよ 
（東京都・会社員）

【贈りたい相手】

泣き虫だった次男

年子の兄姉のすぐ下に生まれた貴方。皆幼い頃は私の隣の取りっこ

で、小さな貴方は弾かれ泣いて夜は私の胸元に重なり眠るのがお決

まりでした。そんな貴方は小学生の時に柔道と出会い、中学三年の

今。鍛えられた体は八十キロ。再現不可能。少し恋しい記憶です。

大学生・一般部門　佳作
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【贈り主】

高三担任

盧 逵錫 
（神奈川県・教員）

【贈りたい相手】

高校三年生達

「早く帰りなさい。」「まっすぐ家に帰りなさい。」部活後に長々と

雑談している君たちに、今日も私は叱る。いつも通りの光景。無事に

帰ったらゆっくり休んで、朝には学校に帰りなさい。ここが君たちの

第二の家です。卒業後も何かあったらいつでも帰ってきなさい。
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大阪教育大学附属天王寺小学校（大阪府）

智辯学園和歌山小学校（和歌山県）

甲南学園甲南小学校（兵庫県）

宝塚市立宝塚中学校（兵庫県）

川崎市立塚越中学校（神奈川県）

習志野市立第六中学校（千葉県）

湘南学院高等学校（神奈川県）

埼玉県立松山高等学校（埼玉県）

日本女子大学附属高等学校（神奈川県）

専門学校　日経ビジネス（沖縄県）

団 体 賞

受 賞 団 体
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